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『今回、大賞に選ばれたサイバーダイン社は、人とロボット、ＩＴを融合させて、
医療や暮らしを大きく変えていきます。 
サイバーダイン社が開発した『ＨＡＬ』は、病気やけがで歩けなくなった方が 
自分の足で歩くことを助ける、世界初の夢のロボットスーツであります。』 
                                                                            -安倍首相のスピーチより抜粋-

(2017/2/20)
内閣総理大臣賞（日本ベンチャー大賞）受賞!
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Mr. Hermann Gröhe
Federal Minister of Health

Prof Dr.Yoshiyuki Sankai 
Cyberdyne Inc.

HALシンポジウム@Bergmannsheil大学病院/CCR  (2017/2)
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「技術が人間に如何に貢献できるかを示す 
素晴らしい事例である」

NRW.INVEST News 2017-04

ドイツ連邦保健大臣がHALの導入を高く評価



日独両首相に、我が国の代表的な先進技術を説明
CeBIT 2017@ドイツ・ハノーバー(2017/3)
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連結売上高
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1,650

売上は、前期比30%増加
売上高（百万円）



単位：百万円

項目
FY2016 FY2016 

【累計】
FY2015 
【累計】 増減額 コメントQ1 Q2 Q3 Q4

売上高 272 329 454 595 1,650 1,265 385 医療用HAL：公的保険診療によるレンタル増加 
介護支援用HAL：高機能化と厚労省補助金による導入増加

　売上原価 91 124 152 204 571 401 170

売上総利益 181 205 302 390 1,079 864 215
　研究開発費 232 196 226 248 903 1,002 -99
　その他販管費 307 345 343 352 1,348 1,154 194 租税公課＋79、弁護士・特許等手数料+25、 

消耗品費(主に福島生産拠点) +25、減価償却費 +22

営業利益 -358 -336 -267 -210 -1,172 -1,292 120

　営業外収益 144 890 117 91 1,242 706 537 研究開発の助成金の減少 -141 
固定資産補助金の増加（主に福島生産拠点） +669

　営業外費用 109 741 -3 6 853 124 729 CB転換による株式交付費用 96（一時費用）、支払利息-38 
固定資産圧縮損の増加（主に福島生産拠点）+669

経常利益 -323 -187 -147 -125 -783 -710 -73

当期純利益 -325 -190 -148 -127 -789 -718 -71

【FY2016（2017年3月度）：連結損益計算書】
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連結業績実績 - 前年同期比較

増益要因：売上増加による売上総利益増加(+215)、研究開発費減少(-99)、支払利息減少(-38) 
減益要因：CB転換一時費用（+96）、租税公課等販管費増加（+194）、研究開発助成金減少(-141) 
※　福島生産拠点等の固定資産に関連する営業外収益(補助金収入)と営業外損失(固定資産圧縮損)は損益インパクトなし

  連結売上高 30%増／営業損失 1億2千万円改善
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111
140

日本：脳卒中適用拡大 
米国：FDA承認 
独：公的医療保険　　　　

2016/9/2 
難病公的医療保険 
診療開始（日本）

2016/9 
脳卒中治験開始 
（単脚モデル）

2015/11 
難病 
薬事承認 
（日本）

2014年以前 
医療機器認証（EU） 
公的労災保険適用（ドイツ） 
難病治験（日本）

78

2016年9月以降国内レンタル：28拠点38台

2015/3 
難病 
薬事申請 
（日本）

難病治療の中核拠点形成推進（2016/9～  28施設）
適用拡大に向けた脳卒中の治験が進行（2016/9～）

製品別稼働台数（医療用下肢タイプ）

188

15/3末 17/3末14/3末 16/3末

脳卒中 
医療機器承認・ 
公的医療保険承認



脳卒中への適用拡大へ向けた治験開始（2016/9/30)

→単脚モデルで医師主導治験 
→医療機器承認・サイバニクス治療拡大へ

9/30 筑波大学・茨城県立医療大学プレスリリースより抜粋

患者数117万人。介護が必要になる原因疾患第1位 
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489

384

355

製品別稼働台数（福祉用等下肢タイプ）

『自立支援介護』に向けた新バージョンの準備中

*高齢者の自立支援に軸足を置いた新しい医療・
介護システムに合わせて新バージョンを展開
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15/3末 17/3末14/3末 16/3末

422

新バージョンへの切り替え待ち 
現行バージョンは新規製造ストップし 

5年償却機体を廃棄

新バージョン 
展開開始
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208

33

154

• 京都大学 
• 福岡大学 
• 筑波大学など

2015/2 
出荷開始

臨床研究（日本）

製品別稼働台数（単関節タイプ）

医療機器化に向けた国内の臨床研究中心

• 医療機器承認 
• 保険適用 
• 海外展開

15/3末 17/3末14/3末 16/3末



CYBERDYNE株式会社 11

44

498

HAL®介護支援用 89

216

282

2015/2 
作業支援用 
(LB01) 
本格出荷

2015/3 
介護支援用 
(CB01) 
出荷

2016/11 
介護支援用 

新モデル(CB02) 
出荷開始

HAL®作業支援用

製品別稼働台数（腰タイプ）

新モデルにより介護支援用が大幅増加（432台増）

15/3末 17/3末14/3末 16/3末

274

714

45

988 • 作業支援用新モデル 
(LB02) 
• 介護支援用新モデル 
(CB03)

新モデル 
展開開始
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事業進捗のハイライトと現況
■日本：難病：世界初の公的な医療保険診療の開始(2016/9)　→中核拠点形成推進　　　　             　
　　　　　　世界初の民間保険商品「HALプラス特約」発表(大同生命  2017/5) 
　　　   脳卒中：医師主導治験実施中(日本 2016/9～)　→適用拡大へ 
■米国：新しい治療機器としての識別を要望して、FDAと協議中 
■欧州：ドイツ公的医療保険の適用に向けた手続き進行中

医療機器承認 

保険適用

製品開発

■医療用HAL(SSサイズ)：適用可能身長を拡大(100cm程度から利用可能に) 
■HAL単関節タイプ：医療機器化に向けて臨床研究推進 
■バイタルセンサー：医療機器化に向けてPMDAと事前相談を行い、申請準備中 
■HAL腰タイプ：介護支援用の新モデル投入(2016/11) → 作業支援用も新モデル投入へ 
■清掃・搬送ロボット：製薬工場(搬送ロボ)や羽田空港(清掃ロボ)に導入。高機能化を推進 
■サイバニックスイッチ：製品化最終段階

拠点強化

新規事業推進

■新市場展開：サイバニクス治療をサウジアラビアに展開(2017/3) 
■民間保険(損害保険)：AIGグループと業務提携し(2016/11)、新たな保険商品などを企画 
■次世代システム：ワークスアプリケーションズと業務提携・資本出資(2017/5) 
■次世代空港モデル：羽田(リムジンバス)や成田等(ANA)にサイバニクス技術の導入 
■事業連携：医薬・医療機器、再生医療、ロボティクス、AI、IoT、ビッグデータで推進

■つくば：サイバニクス技術の社会実装フィールド化へ（サイバニック・シティ） 
■羽田/川崎：医療イノベーション創出・推進加速・世界展開の拠点化準備 
■福島(郡山)：人とロボットが協調しながら生産する次世代の生産拠点形成
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医療機器承認、保険適用の現状
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FDA申請 
（510K変更） 
(2015/6)

＜神経・筋難病＞
薬事申請 
(2015/3)

公的医療保険適用に 
向けた手続き進行中（独）

（2015/10～）

新しい治療機器としての 
識別を要望して、 
FDAと協議中

＜神経・筋難病＞
医療機器承認 
(2015/11) 

保険償還価格決定 
(2016/4)

＜神経・筋難病＞
公的医療 
保険診療開始 
（2016/9） 
＜脳卒中＞ 
治験実施中 

（2016/9～）

公的労災保険 
適用（独） 
(2013/8)
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介護支援用新モデル：入浴介助等に様々な作業に対応

14

起き上がり介助 移乗介助

入浴介助 移乗介助（入浴時）

大泉特別養護老人ホーム
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介護支援用HAL：導入施設が最優秀賞受賞
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「腰痛も軽減し、負担の少ない介護が学べ
る職場を選んでよかった」と先進的介護に
ついての意識も高まり、求人の面接でも 
「介護ロボットを導入している施設で働き
たい」と選んで貰えるようになりました。 

　2 人介助から 1 人介助となり、お客様も
スタッフもお互いに安心・ 安全に、介助が
出来るようになりました。その効果による 
余剰人員で歩行訓練等を行う時間が増えま
した。

公益財団法人テクノエイド協会

(2017/3)

社会福祉法人野の花会
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作業支援用：羽田空港リムジン乗り場で本格導入

今後、成田空港等のリムジンバス拠点にも順次拡大

16

約１年間にわたる検証の結果、作業負担軽減の有効性を確認 
✓「腰の負担が軽減した」 
✓「荷物の積み下ろしが楽になった」 
✓「女性や高齢者でも扱いやすい」など

スーツケース搬入 車椅子からの移乗介助

(2016/11)
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ANAが成田など国内主要空港へ導入

各種空港業務へ作業支援用（２５台）を導入　(2017/4)
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短時間で簡単に装着 手荷物のハンドリング作業

手荷物のコンテナ搭載作業貨物の取り扱い作業



作業支援用HAL：様々な重作業で活用が進む
【建設業】（大和ハウス：資材運搬作業） 【農業】（三ケ日農協：みかん収穫作業）

【建設業】（大林組：OAパネル敷設作業） 【物流】（日本郵便：荷物運搬作業）

CYBERDYNE株式会社 18BS JAPAN

朝日新聞DIGITAL NHK静岡



民間保険との協働（生命保険）
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医療用HALによる治療費を保障 
世界初の保険商品を大同生命が発表（2017/5）

NHK　2017/05/07
CYBERDYNE株式会社



民間保険との協働（損害保険）
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AIGジャパンと業務提携（2016/11）

CYBERDYNE株式会社

１）サイバニクス治療に対する新たな損害保険商品の企画・開発・販売 
２）米国をはじめグローバル市場への普及
３）革新的サイバニクス技術を活用して、リスクを能動的に低減
→　社会全体が利益を享受できる「重介護ゼロ社会」へ

11/21 NHK



サイバニクス治療の新市場展開
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サウジアラビアへの展開を発表（2017/3）

CYBERDYNE株式会社
3月13日　日経新聞 調印式：左から、モハメッド・ジャミールALJ会長、ファキーフ経済企画大臣、山海社長

※脊髄損傷の︎後遺障害患者：年間新規1万3千人*（年間5千人である日本の倍以上）

*2015年 サウジアラビア保健省︎サイトによる



ワークスアプリケーションズと業務提携・資本出資
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（2017/5）

CYBERDYNE株式会社

『Society 5.0』（超スマート社会）の実現に向け、
サイバニクス技術による次世代システムを共同開発
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本書には、当社および当社グループに関連する見通し、計画、目標などの将来に関する記述がなされています。これらの
記述は、当社が本書作成時点において入手した情報に基づきなされたものであり、当社が何らの検証を行っておらず、ま
た内容を保証するものではない公開情報を含んでいます。当社はこれらの記述を更新する義務を負っておりません。 

当社および当社グループに関連する見通し、計画、目標は、当社が合理的と考える前提のもとに記述がなされていますが、
これらの将来に関する記述は、当社の将来の業績を保証するものではなく、これらの記述において表現または暗示されて
いる当社の将来の結果、業績、成果、財政状態と著しく異なる実際の結果、業績、成果、財政状態をもたらす可能性のあ
る、既知および未知のリスク、不確実性、その他あらゆる要素を含んでいます。 

CYBERDYNE株式会社
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